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本日のテーマ：
環境価値の定量的把握・

合意形成のための評価手法
ー HEPについて ー

• HEPとは、開発事業の影響やミティゲーショ
ン措置の効果を評価するために、評価種（選
定された野生動物種）にとっての（累積的な）
ハビタットの価値を、ハビタットの量、質、時間
によって定量化するというもの。
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HEP、HU、HSI、THU、AAHU

• HEPにおいてハビタットの価値を表す基本対
はハビタットユニット（HU）。HU＝量×質

• 通常、量＝面積。質はハビタット適正指数
（HSI）という指標を使う。HU＝面積×HSI

• HSIは0（ハビタットなし）から1（最適ハビタッ
ト）までの間の値をとり、HSIモデルによって
算出される

• HUを時間軸上で積分し、総ハビタットユニット
（THU）、年間平均HU（AAHU）などを算出し
て影響を評価する
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アメリカでは２００以上のHSI
モデルがあり、インターネット
で公開されているそうです

ノースダコタ州湿地におけるマガモの
架空事例
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ネブラスカ州プラット川における
ツルの事例


